


2/2 Q0J-EZ1429-4 

8) 当社製品の保証期間は、納入日より 1 年である。この間に生じた

故障で、原因が明らかに当社の責任と判断された場合には無償

修理する。

9) 穿刺ガイドブラケットは出荷時、高度作用消毒をしていない。使

用の際は必ず高度作用消毒を行うこと。

10) 穿刺ガイドブラケットの改造は、絶対にしないこと。

11) 電気手術器のニードルカニューレを使用する場合は、使用前に

必ずニードルカニューレ装着面に破損等がなくスムーズに稼動

することを確認の上、慎重に操作すること。

12) 電気手術器のニードルカニューレ部分を金属製ピンセットや鉗子

等で挟まないこと。

[絶縁部分に損傷を受け、治療部以外に熱傷を引き起こすおそ

れがある。]
13) 穿刺ガイドブラケットには、シブコ UP シリーズニードルガイド(製

品番号 610-608、610-901)以外の製品を取り付けないこと。

14) 穿刺を行う際は、必ず指定された穿刺具を使用すること。また、

穿刺は必ず十分な研修を受けた医師が行うこと。

15) プローブカバーに穴や裂け目がないことを目視で確認すること。

穴や裂け目のあるカバーは絶対に使用しないこと。

16) 「プローブカバー」を被せないで穿刺を実施すると、プローブが

体液や血液で汚染されて、洗浄及び滅菌が必要となり繰返しの

使用が不可能になる。

17) 万一、針でプローブカバーに穴や裂け目を生じさせた場合、検

査終了後、必ず穿刺ガイドブラケットに洗浄及び高度作用消毒を

施し、プローブには洗浄及び滅菌を施すこと。

18) 細い針は特に、臓器の中で弧状に曲がって進入することがある。

このとき、振動子の長手方向（長軸方向という）に曲がるとガイドラ

インから外れる。また、長軸方向と直交する方向（短軸方向とい

う）に曲がるとエコーが消えてしまうことになる。この場合、穿刺針

を少し戻して針先を確認し、その後はプローブを動かして針先を

追うこと。

【保管方法及び有効期間等】

耐用期間

3 年【自主基準による】 
この耐用期間は、定められた使用環境で使用され、推奨の保

守・点検が実施された場合の年数である。

【保守・点検に係る事項】 

*〈使用者による保守点検（日常点検）〉

1) 目視による点検

（1）外観の確認

プローブの外観に異常がないことを確認すること。 

 ケーブル等に損傷や磨耗がないこと。

（2）清浄性の確認

清浄な状態であることを確認すること。 

 プローブの洗浄・消毒方法は、取扱説明書等の指示に従

って行うこと。

2) 機能の確認

（1）プローブの正常状態の確認

プローブの正常状態・正常動作を確認すること。 

 プローブを診断装置に接続し、正常に動作すること。

 異音、異臭がないことを確認すること。

詳細は取扱説明書を参照すること。 

〈業者による保守点検〉 

定期点検を弊社又は弊社の指定する業者に依頼すること。 

点検項目 頻度 

安全点検 1 回/年 

詳細は取扱説明書を参照すること。 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者 

富士フイルム株式会社 

TEL:0120-771669 

販売業者 

富士フイルムメディカル株式会社 

TEL:0570-02-7007（ナビダイヤル） 

 


